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戦
時
下
日
本
の
労
務
動
員
と
政
府
宣
伝

｜
｜
『
写
真
週
報
』
に
描
か
れ
た
女
性
労
働
｜
｜

奥

健

太

郎

戦時下日本の労務動員と政府宣伝

一
は
じ
め
に

二
「
銃
後
を
守
る
」
農
村
女
性
の
顕
彰
一
昭
和
二
二
・
年

l
昭
和
一
五
年

三
「
国
民
皆
労
」
と
「
人
口
増
産
」
の
中
で
一
昭
和
一
六
年
｜
一
八
年
前
半

四
女
性
動
員
の
た
め
の
大
量
宣
伝
一
昭
和
一
八
年
後
半
｜
一
九
年
三
月

五
精
神
主
義
へ
の
傾
斜
一
昭
和
一
九
年
四
月
｜
終
刊

六
お
わ
り
に

は
じ
め
に

日
中
・
太
平
洋
戦
争
期
、
成
年
男
子
に
対
す
る
大
量
の
兵
力
動
員
が
行
わ
れ
る
と
、
国
内
に
は
深
刻
な
労
働
力
不
足
が
生
じ
た
。

そ
の
空
白
を
埋
め
る
べ
く
、
国
民
に
対
す
る
労
務
動
員
が
行
わ
れ
、
そ
の
動
員
が
女
性
に
も
及
ん
だ
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
労
務
動
員
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
国
民
の
積
極
的
あ
る
い
は
消
極
的
な
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
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そ
の
協
力
を
引
き
出
す
た
め
に
は
政
府
に
よ
る
宣
伝
が
必
要
に
な
る
。
従
来
の
研
究
は
女
性
の
労
務
動
員
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て

（

1
）

（

2
）
 

き
た
が
、
そ
の
動
員
を
進
め
る
た
め
の
政
府
の
宣
伝
活
動
に
は
光
を
当
て
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
日
中
・
太
平
洋
戦
争

（

3
）
 

下
の
日
本
政
府
が
発
行
し
た
グ
ラ
フ
誌
『
写
真
週
報
」
を
素
材
と
し
て
、
戦
時
体
制
下
の
政
府
宣
伝
の
実
際
を
分
析
す
る
。
特
に
、

（

4
）
 

女
性
の
労
務
動
員
に
関
連
す
る
記
事
を
、
戦
時
下
の
労
務
動
員
の
展
開
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
分
析
し
て
い
き
た
い
。

本
論
に
入
る
前
に
、
創
刊
か
ら
終
刊
ま
で
の
誌
面
の
全
体
像
を
こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
全
体
像
を
捉
え
る
た
め
に
最
も
簡

単
な
方
法
は
、
表
紙
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
表
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
題
材
は
通
常
、
誌
面
の
中
心
的
な
ト
ピ
ッ
ク
と
連
動
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
表
ー
で
は
表
紙
の
う
ち
労
働
す
る
日
本
女
性
が
テ
l
マ
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
、
こ
れ
を
産
業
別
、
時

期
別
に
分
類
し
た
。
こ
こ
か
ら
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

①
昭
和
二
二
年
｜
一
五
年
一
農
業
に
従
事
す
る
女
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
時
期

②
昭
和
一
六
年
｜
一
八
年
前
半
一
工
業
に
従
事
す
る
女
性
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期

③
昭
和
一
八
年
後
半
｜
一
九
年
三
月
一
工
業
に
従
事
す
る
女
性
が
集
中
的
に
掲
載
さ
れ
た
時
期

④
昭
和
一
九
年
四
月
｜
終
刊
一
表
に
は
現
れ
な
い
が
、
女
性
労
働
の
記
事
が
精
神
主
義
的
に
な
っ
た
時
期

本
稿
は
上
の
時
期
区
分
に
従
い
、
各
時
期
の
誌
面
の
特
徴
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。
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「
銃
後
を
守
る
」
農
村
女
性
の
顕
彰
一
昭
和
二
二
年
！
昭
和
一
五
年

労
務
動
員
の
概
況

こ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
時
期
の
労
務
動
員
の
状
況
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

日
中
戦
争
の
長
期
化
に
と
も
な
い
成
年
男
子
は
続
々
と
徴
集
さ
れ
、
陸
海
軍
の
総
兵
力
は
昭
和
二
二
年
1
一
五
年
に
か
け
て
一

O



戦時下日本の労務動員と政府宣伝

表 1 女性労働が扱われた表紙

第一次産業 第二次産業 第三次産業 （分類不能）

9号（13年4月13日）：水 17号（13年6月8日）：

昭和
揚げされた魚を仕分ける 看護婦

13年
女性
36号（13年10月19日）：馬
を引く農婦

79号（14年8月23日）：回 54号（14年3月1
で草取りをする若妻 日）：看護婦

昭和 94号（昭和14年12月6日）：
14年 林檎を収穫する女性

96号（昭和14年12月20日）：
みかんを収穫する乙女

105号（15年2月28日）：鍬 136号（10月2日）：電 99号(1
をかつぐ乙女 話交換台で働く女性 月17日）：
119号（15年6月5日）：桑 町まで薪

昭和 をつむ乙女 を運んだ
15年 122号（ 6月26日）：田植え 後、町で

をする農婦（応召遺家族） も働く農
128号（ 8月7日）：田の草 村の女性
取りをする農婦

昭和 195号（11月19日）：工場で働
16年 く乙女

昭和
241号（10月7日）：甘藷の 206号（ 2月4日）陸軍被服 230号（ 7月23日）：マ
収穫をする農婦 本廠で働く女性 レーの少女に日本語

17年
を教える従軍看護婦

274号（ 6月2日）：田に暗 293号（10月13日）：機械工補

昭和
渠を作るための工事をす 導所で機械の操作方法を学

18年
る農婦 ぶ女子実習生

297号（11月10日）：飛行機工
場で働く女性工員

324号（ 6月7日）田植え 313号（ 3月15日）：飛行機工 320号（ 5月10日）：飛
をする農婦 場で働く女性工員 行機を整備する女性

314号（ 3月22日）：陸軍造兵 整備士
廠で働く女子挺身隊

昭和 326号（ 6月21日）飛行機の
19年 塗装をする女子挺身隊

333号（ 8月9日）サイパン
陥落で増産を誓う女性工員
338号（ 9月13日）：軍手製造
の内職をする母

359号（ 2月14日）工場で笑

昭和
顔の学徒工員（男女）
369・370（合併号） ( 5月9

20年
日）：飛行機の前で神に祈る
女性工員
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N的品川

昭
和

1
4
年

度
～

1
9
年
度
労
務
動
員
計
画
（
単
位

1
0
0
0
人）

項
目

細
目

14
年

度
15

年
度

16
年

度
17

年
度

18
年

度
19

年
度

男
女

計
男

女
計

男
女

計
男

女
計

男
女

計
男

女
計

学
校

卒
業

者
新
規
小
学
校
（
国
民
学
校
）
卒
業
者

266 
201 

467 
410 

329 
739 

256 
167 

423 
418 

353 
771 

460 
318 

777 
456 

334 
790 

新
規

中
学

校
卒

業
者

32 
10 

42 
68 

22 
90 

56 
38 

94 
78 

71 
149 

130 
170 

300 

就
学

中
の

学
生

生
徒

各
種

学
校

在
学

者
35 

18 
53 

学
校

在
学

者
1133 

920 2053 

無
業

者
女

子
無

業
者

0
 
50 

50 
0

 
40 

40 
30 

240 
270 

無
業

者
45 

124 
169 

29 
61 

90 
55 

200 
255 

農
村

以
外

ノ
未

就
業

者
64 

23 
87 

35 
12 

47 

農
村

未
就

業
者

、
農

業
従

事
者

191 
65 

256 
122 

80 
202 

8
4
 

14 
98 

60 
23 

83 
24 

14 
38 

現
存

の
労

働
者

労
務

節
減

可
能

ナ
ル

業
務

ノ
従

事
者

82 
11 

93 
145 

19 
164 

物
資

動
員

関
係

離
職

者
70 

31 
101 

174 
44 

218 

動
員

強
化

ニ
ヨ

ル
転

職
者

1076 
304 1380 

523 
172 

695 
102 

185 
287 

其
ノ

他
ノ

有
業

者
62 

7
 
69 

78 
22 

100 
71 

57 
128 

企
業

整
備

ニ
ヨ

ル
転

換
者

418 
173 

591 
70 

73 
143 

男
子

就
業

禁
止

ニ
ヨ

ル
転

換
者

190 
0

 190 
16 

0
 
16 

男
子

配
置

規
制

ニ
ヨ

ル
転

換
者

225 
0

 225 

勤
労

報
国

隊
50 

50 
100 

移
入

朝
鮮

人
移

入
朝

鮮
人

労
務

者
85 

0
 
85 

88 
0

 
88 

81 
0

 
81 

120 
0

 120 
120 

0
 120 

290 
0

 290 

内
地

在
住

朝
鮮

人
労

働
者

50 
0

 
50 

華
人

労
務

者
30 

0
 
30 

総
計

758 
381 1139 1006 

534 1540 1588 
624 2212 1308 

660 1968 1537 
860 2396 25361986 4542 

表
2

（

N一goN）恥N網N∞ぽ宮跡巡

出
典

細
目
の
デ
ー
タ
は
西
成
田
豊
「
労
働
力
動
員
と
労
働
改
革
」
（
大
石
嘉
一
郎
編
『
日
本
帝
国
主
義
史

3
第
二
次
大
戦
期
J
、
東
京
大
学
出
版
会
、

1994
年
）
に
依
拠

し
た
。
だ
た
し
細
目
の
ま
と
め
方
に
つ
い
て
は
（
表
の
「
項
目
J
の
欄
）
、

J
.

 B
・
コ
ー
ヘ
ン
著
、
大
内
兵
衛
訳
『
戦
時
戦
後
の
日
本
経
済
・
下
巻
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
26

年
）
を
参
考
に
し
た
。



O
万
人
台
で
推
移
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
量
の
兵
力
動
員
は
労
働
力
の
不
足
を
招
き
、
そ
こ
で
政
府
は
「
戦
時
経
済
の
要
求

（

5
）
 

す
る
超
大
な
る
労
務
の
給
源
を
求
む
べ
く
」
計
画
を
立
て
た
。
そ
れ
が
昭
和
一
四
年
度
以
降
一
九
年
ま
で
毎
年
策
定
さ
れ
た
「
労
務

動
員
計
画
」
（
昭
和
一
七
年
度
以
降
「
国
民
動
員
計
画
」
と
改
称
）
で
あ
る
。
表
2
で
は
、
各
年
度
の
動
員
計
画
人
数
と
そ
の
供
給
源
の

内
訳
を
一
覧
に
し
て
い
る
が
、
昭
和
一
四
年
で
は
一
一
四
万
人
、
一
五
年
で
は
一
五
四
万
人
の
動
員
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
そ
の
動
員
を
実
行
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
取
ら
れ
た
か
。
端
的
に
い
え
ば
動
員
の
方
法
は
「
消
極

的
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
は
労
働
力
に
比
較
的
余
裕
が
あ
っ
た
た
め
、
学
校
卒
業
者
の
職
業
紹
介
等
で
「
必
要
労
務

（

6
）
 

の
散
逸
を
間
接
的
に
防
ぐ
と
い
う
」
方
針
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
、
女
性
に
対
す
る
労
務
動
員
も
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
四
年
度
で
三
八
万
人
、
一
五
年

度
は
五
三
万
人
の
動
員
を
計
画
し
た
が
、
そ
の
方
法
は
「
女
子
ノ
労
務
ニ
関
シ
テ
ハ
職
場
ノ
選
択
ニ
付
適
切
ナ
ル
指
導
ヲ
行
」
う
こ

（

7
）
 

と
、
「
未
婚
ノ
不
就
業
女
子
ニ
付
就
業
勧
奨
ヲ
積
極
的
ニ
行
フ
」
と
い
う
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

誌
面
の
特
徴

戦時下日本の労務動員と政府宣伝

既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
積
極
的
な
労
務
動
員
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
農
村
部
で
は
兵
力
動
員
と
工
業
へ
の
労
働
力
流

出
に
よ
り
、
労
働
力
不
足
が
目
立
ち
始
め
て
い
た
。
表
3
は
農
業
従
事
者
の
年
齢
別
構
成
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
一
五

年
の
段
階
で
相
当
数
の
若
年
男
性
が
流
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
女
性
に
及
び
、
農
村
で
は
残
さ

れ
た
女
性
た
ち
が
、
苦
し
い
中
で
田
畑
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
表
1
で
示
し
た
よ
う
に
、
農
村

の
女
性
に
焦
点
を
当
て
た
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
か
。

基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
は
、
男
性
不
在
の
中
で
も
た
く
ま
し
く
働
き
、
「
銃
後
を
守
る
」
模
範
的
な
女
性
を
顕
彰
す
る
記
事
で
あ
る
。

ま
ず
農
村
の
女
性
の
記
事
と
し
て
は
、
図
1
の
八
四
号
（
昭
和
一
四
年
九
月
二
七
日
、
以
下
年
号
略
）
「
勇
士
よ
銃
後
は
大
丈
夫

333 
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農業労働力年齢別性別構成

昭和 5年 昭和15年 昭和19年

年齢 男 女 男 女 男 女

0-14 185,017 185,439 124,021 142,766 115,030 132,500 

15-19 983,112 800,085 779,113 834,163 576,304 825,708 

20-24 767,115 761,490 388,824 783,687 251,461 963,856 

25-29 756801 727,683 527,345 761,209 312,992 797,236 

30-34 716,170 693,328 581,494 735,160 404,972 821,216 

35-39 674420 633,859 631,845 738,917 532,223 783,416 

40-44 672,431 615,039 636,161 702,818 639,614 780,516 

45-49 677,873 593,540 608,847 635,803 632,900 724,248 

50-54 698,213 534,286 606,619 596,200 596,905 623,456 

55-59 573,374 380,660 580,373 519,841 583,403 564,062 

60歳以上 1,030,332 470,758 1,153,736 772,634 1,023,572 890,879 

合計 7,734,858 6,396,167 6,618,378 7,223,198 5,669,376 7,907,093 

表3

] . B・コーヘン著、大内兵衛訳『戦時戦後の日本経済・下巻J（岩波書店、昭和26年）、 34頁。

農
村
の
妻
女
よ
り
」
が
そ
の
典
型
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
主
人
公
は
、

写
真
に
あ
る
よ
う
に
リ
ア
カ
l
で
荷
物
と
幼
児
を
運
ぶ
小
柄
な
女
性
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で
あ
る
。
こ
の
女
性
は
夫
が
出
征
中
で
あ
り
、
記
事
は
こ
の
女
性
が

夫
に
出
し
た
手
紙
を
紹
介
す
る
と
い
う
形
が
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

「
手
紙
」
は
、
妻
が
リ
ア
カ

l
を
引
い
て
梨
を
無
事
に
出
荷
し
た
こ

と
、
応
召
農
家
と
い
う
こ
と
で
周
囲
の
住
民
が
収
穫
を
手
伝
っ
て
く

れ
た
こ
と
、
腕
白
ざ
か
り
の
息
子
が
日
々
成
長
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
伝
え
、
「
こ
ち
ら
は
し
っ
か
り
や
っ
て
を
り
ま
す
か
ら
、
あ
な
た

さ
ま
も
よ
く
よ
く
御
奮
闘
の
ほ
ど
お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
」
と
結
ば

れ
る
。
苦
境
の
中
で
も
め
げ
ず
に
懸
命
に
働
く
女
性
を
模
範
例
と
し

て
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
り
、
女
性
の
奮
起
を
促
し
た
記
事
と
い
え
よ

λ
ノ。

漁
村
の
女
性
に
関
し
て
は
、
図
2
の

「
銃
後
に
築
く
漁
村
篇
」

（
一
九
号
、

一
三
年
六
月
一
一
一
一
日
）
と
い
う
千
葉
県
の
あ
る
漁
村
を
取

り
上
げ
た
記
事
が
あ
る
。
写
真
に
は
、
て
ん
ぐ
さ
漁
を
す
る
還
し
い

女
性
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
説
明
に
よ
る
と
、
こ
の
村
で
は

男
性
が
遠
洋
漁
業
で
不
在
に
す
る
期
間
が
長
い
の
で
、
昔
か
ら
女
性

出所

も
漁
を
し
、
耕
作
も
女
性
だ
け
で
行
っ
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
夫
の

出
征
に
と
も
な
う
軍
事
扶
助
の
支
給
を
辞
退
し
て
海
で
働
く
、
健
気



な
女
性
の
美
談
も
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
村
で
あ
る
が
ゆ
え
、
こ
の
村
の
区
長
は
次
の
よ
う
な
談
話
を
寄
せ
て
い

る
。
「
よ
そ
で
は
、
銃
後
を
護
れ
、
と
い
ふ
の
で
急
に
女
達
も
働
き
だ
し
た
ゃ
う
で
す
が

（中
略
）
（
こ
の
部
落
で
は
｜
引
用
者
注
）
昔

か
ら
、
幸
か
不
幸
か
女
も
男
と

一
緒
に
働
く
習
慣
が
、
非
常
時
の
今
日
大
変
役
立
っ
て
居
り
ま
す
。
男
と
い
ふ
男
を
全
部
御
国
に
捧

げ
て
も
、
健
の
部
落
の
限
り
で
は
、
女
だ
け
で
立
派
に
や
っ
て
い
け
ま
さ
あ
」
。
政
府
の
農
村
へ
の
要
請
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
表
現
し

た
「
談
話
」
と
い
え
よ
う
。

（

8
）
 

以
上
の
よ
う
に
、
誌
面
に
は
た
く
ま
し
く
働
く
農
村
の
女
性
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
都
市
部
の
女
性
は
ど
う
で
あ
っ
た

（

9
）
 

か
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
女
性
の
労
務
動
員
に
そ
れ
ほ
ど
力
は
注
が
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
都
市
部
の
女
性
労

働
に
関
連
す
る
誌
面
は
、
総
じ
て
切
迫
感
の
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

戦時下日本の労務動員と政府宣伝

図 1

図2-1

図2-2
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ま
ず
図
3
の
「
戦
ふ
繊
手
」

（
一
三
号
、
昭
和
二
二
年
五
月
二
日
）

は
、
内
閣
情
報
部
印
刷
局
、
百
貨
店
の
慰
問
袋
売
り
場
、
海

軍
省
の
電
話
交
換
台
、

ニ
ュ
ー
ス
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
室
な
ど
、
日
中
戦
争
に
関
わ
り
の
あ
る
職
場
で
働
く
職
業
女
性
の
姿
を
取
り
上

げ
た
特
集
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
お
そ
ら
く
「
就
業
勧
奨
」
の
一
環
と
し
て
、
笑
顔
で
き
び
き
び
と
働
く
女
性
を
取
り
上
げ
る
こ

と
で
、
職
業
女
性
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
こ
の
記
事
で

は
、
女
性
の
労
働
を
四
頁
に
も
わ
た
っ
て
特
集
し
な
が
ら
、
特
に
女
性
に
労
働
を
呼
び
か
け
る
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。
国
家
の
要

請
が
不
鮮
明
な
点
に
、
こ
の
時
期
の
女
性
労
働
に
対
す
る
緊
急
性
の
な
さ
が
窺
え
る
。

図
4
の
八
六
号
（
一
四
年
一

O
月
一
一
日
）
「
お
嬢
さ
ん
も
街
に
出
た
」
は
、
「
お
嬢
さ
ん
」
の
奉
仕
活
動
を
模
範
例
と
し
て
掲
載

し
た
も
の
で
あ
る
。
記
事
は
、
「
世
間
知
ら
ず
の
箱
入
り
娘
と
、
と
か
く
非
難
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
お
嬢
さ
ん
」
が
「
戦
時
下
銃
後



一
億
一
心
の
意
気
を
み
せ
街
頭
に
進
出
」
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
写
真
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

そ
の
奉
仕
活
動
の
内
容
が
子
供
の
簡
単
な
遊
び
相
手
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
未
婚
の
有
閑
女
性
は
、
や
が
て
労
務
動
員
の
主
た
る
対

象
と
な
っ
て
い
く
が
、
こ
の
時
期
は
こ
の
程
度
の
活
動
で
も
、
模
範
た
り
え
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
図
5
「
職
業
戦
線
事
変
色
」
（
六
八
号
、
一
四
年
六
月
七
日
）
は
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
珍
し
く
工
業
に
従
事
す
る
女
性
が

登
場
す
る
記
事
で
あ
る
。
右
頁
の
写
真
は
、
工
場
で
働
く
た
め
に
職
業
補
導
所
で
工
作
機
械
の
扱
い
方
を
学
ん
で
い
る
女
性
、
左
頁

は
大
陸
進
出
を
控
え
て
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
技
術
を
学
ん
で
い
る
男
性
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
支
那
事
変
が
生
ん
だ
「
異
現

象
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
記
事
の
主
題
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
注
目
さ
れ
る
点
は
、
そ
も
そ
も
、
こ
こ
に
登
場
す
る
女
性
は

「
職
場
ノ
選
択
ニ
付
適
切
ナ
ル
指
導
」
を
受
け
、
時
局
に
適
し
た
職
場
に
進
も
う
と
し
て
い
る
模
範
的
な
女
性
で
あ
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
特
に
賞
賛
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
事
変
に
よ
っ
て
発
生
し
た
「
異
現
象
」
と
し
て
淡
泊
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
誌
面
の
作
り
方
も
、
他
の
時
期
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
農
村
の
女
性
を
対
象
と
し
た
積
極
的
な
宣
伝
が
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
都
市
の
女
性
に
対
す
る
宣
伝
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
な
い
の
が
、
こ
の
時
期
の
誌
面
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

戦時下日本の労務動員と政府宣伝

「
国
民
皆
労
」
と
「
人
口
増
産
」
の
中
で
一
昭
和
二
八
年

l
一
八
年
前
半

労
務
動
員
の
概
況

昭
和
一
六
年
六
月
の
関
東
軍
特
殊
演
習
、
そ
し
て
同
年
二
一
月
の
太
平
洋
戦
争
開
戦
に
よ
り
、
動
員
兵
力
は
二

O
O万
人
台
に
達

し
た
。
そ
の
た
め
労
務
動
員
は
強
化
さ
れ
、
昭
和
一
六
年
度
の
供
給
目
標
数
は
一
ゴ
二
万
人
と
急
増
し
た
。
ま
た
動
員
の
方
針
も
そ

れ
ま
で
の
「
必
要
労
務
の
散
逸
を
間
接
的
に
防
ぐ
と
い
う
」
方
針
か
ら
、
「
労
働
能
力
の
あ
る
も
の
は
す
べ
て
動
員
の
対
象
と
す
る
」
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（

U
）
 

と
い
う
積
極
的
な
方
針
に
変
わ
り
、
「
国
民
皆
労
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
広
く
宣
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
中
で
女
性
の
動
員
も
緩
慢
な
が
ら
強
化
さ
れ
た
。
動
員
計
画
数
は
昭
和
一
六
、
一
七
年
と
も
六

O
万
人
台
と
一
五
年
と

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
い
が
、
動
員
計
画
の
理
念
に
変
化
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
一
六
年
度
の
労
務
動
員
計
画
に
は

「
女
性
ニ
付
テ
ハ
男
子
労
務
者
ノ
代
替
ト
シ
テ
未
婚
女
子
ヲ
主
タ
ル
対
象
ト
シ
テ
之
ガ
動
員
ヲ
強
化
ス
」
と
、
男
性
の
代
替
労
働
力

（ロ）

と
し
て
未
婚
女
性
を
動
員
す
る
と
い
う
線
が
初
め
て
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
な
ぜ
未
婚
か
と
い
え
ば
、
昭
和
一
六
年

338 

標ー
を月
掲、

げ政
る府
以は
上 「
、人

既口
婚 政
女策
性確
に立
は要

壬塑
をを
生策
み足
育し

Z人
母口
と増
し産

Z長
~~ 
Z 目
ま標

~ .~ 
つ」
ず掲

6立
Eよ
己売
ば障
か八

三日
空造
た宝
の 7

と
玄い

る自

こ
う
し
た
制
約
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
か
。

誌
面
の
特
徴

上
述
し
た
政
策
を
背
景
に
、
こ
の
時
期
の
誌
面
に
は
二
つ
の
傾
向
が
生
じ
る
。
第
一
は
、
未
婚
女
性
の
労
働
参
加
を
要
請
す
る
記

事
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
て
紹
介
し
た
い
。

第
一
に
、
花
嫁
修
業
な
ど
、
「
無
業
」
の
未
婚
女
性
に
労
働
を
促
す
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
一
六
年
度
の
国
民

（臼）

動
員
計
画
に
お
い
て
女
性
「
無
業
者
」
か
ら
の
供
給
目
標
が
、
前
年
の
二
倍
に
な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
表
2
参

照
）
。
具
体
的
に
記
事
を
紹
介
す
る
と
、
図

6
の
一
八
九
号
（
一
六
年
一

O
月
八
日
）
「
一
人
の
無
業
者
も
な
し
お
花
の
お
稽
古
も

余
暇
を
国
家
へ
」
と
い
う
記
事
が
そ
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
普
段
は
華
道
を
習
っ
て
い
る
「
お
嬢
さ
ん
」
の
奉

仕
活
動
を
模
範
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
華
道
の
合
間
に
特
殊
煙
草
の
製
造
を
行
う
様
子
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
華
道
の
合
間
の
労
働
で
も
模
範
足
り
う
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
余
裕
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
「
一
人
の
無
業
者
も
な

し
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
女
性
の
労
働
参
加
H
国
家
の
要
請
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
述
べ



ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
以
前
と
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。

第
二
に
、
男
性
の
職
場
と
も
思
え
る
職
場
に
、
果
敢
に
挑
戦
す
る
未
婚
女
性
が
進
出
す
る
様
子
を
伝
え
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

図
7
の
二
O
五
号
（
一

七
年

一
月
二
八
日
）
の
「
鉄
を
ハ
ン
ド
ル
に
持
ち
代
へ
て
」
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
徳
島
県

の
女
性
パ
ス
運
転
手
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
女
性
は
男
性
運
転
手
が
応
召
し
た
結
果
、
パ
ス
が
車
庫
に
残
さ

れ
て
い
る
の
を
残
念
に
思
っ
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
パ
ス
の
運
転
手
に
志
願
し
た
と
こ
ろ

採
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
無
事
故
で
運
転
を
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
電
波
戦
の
基
地
に
女
性
整
備
員
」
（
一
二
二
二

号
、

一
七
年
六
月
三
日
）
と
い
う
記
事
は
、
女
学
校
を
出
た
ば
か
り
の
女
性
が
あ
る
会
社
の
女
子
無
線
技
術
者
講
習
所
に
入
所
し
訓

練
を
受
け
て
い
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
、

写
真
に
は
鉄
塔
に
登
る
女
性
の
勇
ま
し
い
姿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
職
場
へ
の
女

戦時下日本の労務動員と政府宣伝

図6

図7

図8
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性
進
出
は
常
態
と
は
思
え
な
い
が
、
話
題
性
の
あ
る
女
性
進
出
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
男
性
に
代
わ
る
労
働
力
と
し
て
、
女

性
が
積
極
的
に
労
働
に
参
加
す
る
気
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
労
働
に
参
加
す
る
女
性
の
模
範
は
同
盟
国
ド
イ
ツ
に
も
求
め
ら
れ
た
。
図
8
の
二
五
九
号
（
一
八
年
二
月
一
七
日
）
「
戦

ふ
ド
イ
ツ
国
民
」
と
い
う
記
事
は
、
ド
イ
ツ
で
は
「
男
で
も
女
で
も
働
け
る
人
は
殆
ん
ど
総
て
兵
隊
に
な
っ
て
ゐ
る
か
、
労
働
に
従

事
し
て
ゐ
る
」
、
ど
ん
な
い
い
家
の
「
お
嬢
さ
ん
も
」
朝
六
時
に
起
き
て
、
事
務
員
、
タ
イ
ピ
ス
ト
、
工
場
な
ど
に
働
き
に
出
か
け

る
な
ど
と
説
明
し
、
写
真
に
は
裕
福
な
未
婚
女
性
が
働
く
姿
を
配
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
に
対
し
日
本
は
、
「
何
と
な
く
余

裕
が
あ
る
、
呑
気
で
あ
る
」
と
し
て
、
女
性
の
労
働
参
加
が
い
ま
だ
活
発
で
な
い
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
働
く

（

M
）
 

ド
イ
ツ
女
性
を
模
範
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
昭
和
一
六
年
以
降
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
誌
面
は
、
模
範
的
な
日
本
女
性
、
見
習
う
べ
き
ド
イ
ツ
の
女
性
を
登
場
さ
せ
て
、
女
性
労
働
の
必
要

性
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
模
範
例
を
通
じ
て
女
性
の
自
覚
を
促
そ
う
と
し
た
、
い
わ
ば

340 

説
教
め
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
昭
和
一
八
年
後
半
か
ら
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
る
。

次
に
も
う
一
つ
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
右
に
未
婚
の
女
性
を
対
象
と
し
た
記
事
を
紹
介
し
た
が
、
既
婚
女
性
で
あ
っ
て
も
、

労
働
参
加
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
既
婚
女
性
が
労
働
参
加
す
る
際
、
ネ
ッ
ク
に
な
る
の
は
子
育

（日）

て
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
時
期
の
誌
面
に
は
、
託
児
所
の
設
置
を
要
請
す
る
記
事
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、

図
9
の
二
四
七
号
（
一
七
年
二
月
一
八
日
）
「
働
く
母
を
護
り
ま
せ
う
」
と
い
う
記
事
で
は
、
女
工
員
日
本
一
と
い
わ
れ
る
東
京
第

一
陸
軍
造
兵
廠
の
託
児
施
設
が
特
集
さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
砂
場
や
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
ぶ
幼
児
や
子
供
の
た
め
の
お
菓
子
、
さ
ら
に
は

働
く
母
の
た
め
の
健
康
診
断
が
行
わ
れ
る
様
子
を
伝
え
、
こ
う
し
た
設
備
を
「
各
方
面
に
ど
ん
ど
ん
設
け
ら
れ
た
い
も
の
で
す
」
と

（日）

推
奨
し
て
い
る
。

（口）

ま
た
、
託
児
所
は
都
市
ば
か
り
で
な
く
農
村
に
も
設
置
が
推
奨
さ
れ
た
。
労
働
力
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
に
な
っ
た
農
村
で
は
、
女



性
の
畑
仕
事
の
足
手
ま
と
い
に
な
る
子
供
の
面
倒
は
、
も
は
や
家
庭
で
は
な
く
、
託
児
所
と
い
う
形
で
組
織
的
に
取
り
組
む
必
要
が

（日）

生
じ
、
そ
の
た
め
の
広
報
活
動
の
必
要
が
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
記
事
を
紹
介
す
る
と
、
図
叩
の

一
六
八
号
（

一
六
年
五

月
一
四
日
）
「
墨
染
の
衣
か
ら
げ
て
」
と
い
う
記
事
は
、
富
山
の
宗
教
団
体
連
合
会
が
、
農
村
で
働
く
女
性
の
た
め
に
託
児
所
を
開

設
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
写
真
に
は
尼
寺
の
尼
さ
ん
た
ち
が
、
子
ど
も
の
食
事
の
面
倒
や
遊
び
相
手
に
な
る
姿
が
掲
載
さ
れ
、

こ
う
し
た
取
組
み
は
農
村
の
能
率
増
進
と
乳
幼
児
死
亡
率
の
低
下
の
た
め
の
優
れ
た
モ
デ
ル
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子

供
の
面
倒
を
見
る
こ
と
は
女
学
生
に
も
求
め
ら
れ
た
。
例
え
ば

「農
繁
期
に
女
学
生
の
託
児
所
」
（
一
七
七
号
、
昭
和
一
六
年
七
月
一

六
日
）
と
い
う
記
事
は
、
名
古
屋
の
高
等
女
学
校
の
女
学
生
が
農
繁
期
に
寺
院
を
利
用
し
て
、
子
供
の
面
倒
を
見
る
奉
仕
活
動
の
様

子
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
活
動
は
農
民
の
手
助
け
だ
け
で
な
く
、
「
未
来
の
良
妻
賢
母
の
実
習
と
奉
仕
を
か
ね
た
課
外
授
業
」

で
あ
る
と
し
て
、
教
育
と
し
て
も
意
義
が
あ

戦時下日本の労務動員と政府宣伝

図9

図 10

る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
本
節
で
は
未
婚
女
性
の
動
員
、
託

児
施
設
の
普
及
を
取
り
上
げ
た
誌
面
を
紹
介

し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
「
国
民
皆
労
」
と

「
人
口
増
産
」
と
い
う
こ
つ
の
目
標
が
同
時

に
追
求
さ
れ
た
こ
の
時
期
を
象
徴
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
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四

女
性
動
員
の
た
め
の
大
量
宣
伝
一
昭
和
一
八
年
後
半
｜
一
九
年
三
月
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労
務
動
員
の
概
況

一
八
年
は
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
劣
勢
が
明
ら
か
と

な
る
。
こ
う
し
た
劣
勢
の
中
で
兵
力
動
員
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
そ
れ
に
連
動
し
て
労
務
動
員
も
さ
ら
に
一
段
階
強
化
さ
れ
た
。
国

民
動
員
計
画
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
八
年
度
の
動
員
目
標
は
二
三
九
万
人
、
一
九
年
度
は
四
五
四
万
人
へ
と
急
増
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
女
性
の
動
員
も
強
化
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
を
略
述
す
る
と
、
昭
和
一
八
年
六
月
労
務
調
整
令
が
改
正
さ
れ
、
二
疋

職
種
（
軽
作
業
）
の
男
子
就
業
が
制
限
あ
る
い
は
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
代
替
労
働
力
と
し
て
女
性
労
働
の
緊
急
性
が
増
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
昭
和
一
八
年
九
月
「
女
子
勤
労
動
員
ノ
促
進
ニ
関
ス
ル
件
」
が
次
官
会
議
で
決
定
さ
れ
、
女
子
挺
身
隊
が
結
成
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
航
空
関
係
工
場
、
男
子
の
就
業
制
限
禁
止
に
よ
っ
て
補
充
を
要
す
る
業
務
へ
の
動
員
が
図
ら

（
叫
ん
」
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
女
子
挺
身
隊
の
結
成
は
、
初
め
て
女
性
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
労
務
動
員
政
策
で
あ
っ
た
が
、

（却）

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
当
初
女
子
挺
身
隊
は
強
制
で
は
な
く
、
女
性
の
自
主
性
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
女
性

の
労
働
参
加
を
促
す
べ
く
強
力
な
宣
伝
活
動
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
一
七
年
後
半
か
ら
日
本
は
守
勢
に
ま
わ
り
、

誌
面
の
特
徴

こ
の
時
期
女
性
の
労
働
参
加
を
促
す
記
事
が
大
量
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
表
ー
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
「
航

空
関
係
工
場
」
を
題
材
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
ま
ず
航
空
関
係
工
場
へ
の
動
員
を
企
図
し
た
記
事
、
次
い
で
男
子
の
就

業
が
制
限
禁
止
さ
れ
た
職
種
へ
の
就
労
を
促
す
記
事
を
紹
介
し
た
い
。

航
空
関
係
工
場
へ
の
就
労
を
促
す
記
事
は
、
お
よ
そ
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。



第
一
に
、
工
場
の
職
場
と
し
て
の
魅
力
を
訴
え
か
け
る
宣
伝
が
頻
繁
に
見
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
工
場
日
安
心
し
て
働
け
る
場

所
で
あ
り
、
花
嫁
修
業
も
行
え
る
場
所
、
と
い
う
宣
伝
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
図
什
の
二
七
四
号
（

一
八
年
六
月

戦時下日本の労務動員と政府宣伝

図 11図 13

一一
日
）
「
お
母
さ
ん
た
ち
よ
安
心
し
て
娘
さ
ん
を
職
場
へ
お
送
り
下
さ
い
」
と
い
う
記
事

が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
特
集
さ
れ
た
藤
倉
航
空
工
業
で
は
、
女
性
工
員
が
生

花
を
学
ぶ
時
間
が
あ
り
、
清
潔
な
洗
濯
場
で
洗
濯
で
き
る
こ
と
を
写
真
入
り
で
伝
え
、
工

場
が
「
安
心
し
て
娘
さ
ん
」
を
送
り
出
せ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
同
様

に
、
図
吃
の
「
働
く
温
い
思
ひ
や
り
と
設
備
を
」
（
二
九
六
号
、

一
八
年

一一

月
三
日
）
の

記
事
で
は
、
女
性
工
員
が
白
樺
で
作
ら
れ
た
茶
室
で
茶
道
と
古
典
を
学
ぶ
姿
、
清
潔
な
化

図 12-1 

図 12-2 
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（幻）

粧
室
で
身
づ
く
ろ
い
す
る
姿
な
ど
を
写
真
で
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
工
場
は
女
性
の
健
康
に
も
留
意
し
て
い
る
の
で
、
安
心
で
あ
る

こ
と
も
宣
伝
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
図
市
の
二
九
六
号
（
一
八
年
二
月
三
日
）
「
働
く
女
性
を
ま
づ
健
康
に
」
は
、
日
清
紡
績
の
活
動

を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
工
場
で
は
女
性
工
員
の
日
光
不
足
を
解
消
す
る
た
め
太
陽
灯
を
用
意
し
て
い
る
こ
と
、
虚
弱
女
性
の
た
め
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に
山
羊
を
飼
い
、
山
羊
乳
を
供
給
し
て
い
る
姿
な
ど
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
う
し
た
記
事
が
頻
出
す
る
背
景
に
は
、
未
婚
の
娘
の
就
労
に
抵
抗
を
覚
え
る
親
の
存
在
が
あ
っ
た
。
比
較
的
裕
福

（

n）
 

な
親
は
、
結
婚
前
の
娘
が
仕
事
を
持
つ
こ
と
、
と
り
わ
け
工
場
で
労
働
す
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す

の
が
二
九
二
号
の
「
時
の
立
札
」
（
一
八
年
一

O
月
六
日
）
で
あ
る
。
「
時
の
立
札
」
と
は
誌
面
の
表
紙
あ
る
い
は
扉
の
ペ

l
ジ
に
、

そ
の
号
の
中
心
的
な
ト
ピ
ッ
ク
に
連
動
し
た
標
語
を
大
書
し
て
掲
載
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
が
、
二
九
二
号
の
「
時
の
立
札
」
は
、

次
の
よ
う
な
標
語
が
あ
る
。

や

飛
行
機
の
増
産
に
陸
路
な
し
わ
れ
に
有
り
あ
ま
る
力
あ
り
未
だ
動
員
せ
ら
れ
ざ
る
の
み
女
中
を
使
ひ
有
閑
の
時
を
倫
む
主
婦
な
き

娘
の
就
労
を
喜
ば
ざ
る
両
親
は
な
き
ゃ
愛
児
を
捧
げ
て
悔
ゆ
る
な
き
若
鷲
の
父
母
達
に
憐
ぢ
よ

『
写
真
週
報
』
は
、
こ
う
し
た
「
娘
の
就
労
を
喜
ば
ざ
る
両
親
」
の
抵
抗
感
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
も
、
工
場
の
魅
力
を
宣
伝
す

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
女
性
労
働
が
戦
争
遂
行
上
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
女
性
の
就
労
を
促
す
記
事
も
数
多
く
見
ら
れ
た
。
例
え

ば
、
図
叫
の
コ
二

O
号
（
一
九
年
二
月
二
三
日
）
「
飛
行
機
工
場
は
昼
夜
兼
行
の
増
産
だ
」
は
、
七
頁
に
も
わ
た
っ
て
女
性
が
飛
行
機

工
場
で
働
く
姿
を
特
集
し
た
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
飛
行
機
関
連
の
様
々
な
部
品
を
組
み
立
て
る
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

被
写
体
の
従
業
員
は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
り
、
写
真
の
解
説
に
も
「
こ
、
で
は
女
子
工
員
は
単
な
る
男
子
工
員
の
補
助
で
は
な
い



（
中
略
）
重
要
部
分
の
組
立
ま
で
立
派
に
女
手
ば
か
り
で
行
は
れ
て
ゐ
る
」
と
、
工
場
が
あ
た
か
も
女
性
だ
け
で
動
い
て
い
る
か
の

よ
う
な
誌
面
を
構
成
す
る
。
ま
た
女
性
の
作
業
の
正
確
性
も
評
価
さ
れ
、
例
え
ば
真
空
管
を
つ
く
る
女
性
の
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

で
は
、
「
挺
身
隊
と
女
子
工
員
の
血
の
出
る
や
う
な
増
産
魂
で
造
ら
れ
た
真
空
管
に
は
、
検
査
の
必
要
も
な
い
ほ
ど
だ
」
と
激
賞
し
、

（お）

女
性
が
い
か
に
国
家
に
貢
献
し
て
い
る
か
、
誇
張
も
含
め
て
宣
伝
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
敵
国
ア
メ
リ
カ
の
女
性
動
員
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
女
性
の
就
労
を
訴
え
か
け
る
記
事
も
散
見
さ
れ
る
。
二
九
二
号

（
一
八
年
一

O
月
六
日
）
の
「
敵
ア
メ
リ
カ
の
女
で
さ
へ
こ
ん
な
に
動
員
さ
れ
て
ゐ
る
」
と
題
さ
れ
た
記
事
（
図
市
）
は
、
写
真
に
航

空
機
工
場
で
働
く
女
子
技
術
者
を
配
し
た
上
で
、
「
ジ
ャ
ズ
や
ス
ポ
ー
ツ
に
溺
れ
、
世
界
一
だ
ら
け
切
っ
た
ヤ
ン
キ
ー
と
誰
し
も
考

へ
た
ア
メ
リ
カ
も
開
戦
と
同
時
に
態
度
を
改
め
た
。
（
中
略
）
若
い
女
は
も
と
よ
り
主
婦
ま
で
が
軍
需
工
場
へ
。
あ
の
ヤ
ン
キ
ー
で

き
へ
こ
ん
な
に
必
死
な
の
だ
。
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
方
が
、
あ
る
点
で
は
立
ち
遅
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
か
」
、
「
バ
ル
チ
モ
ア
、

戦時下日本の労務動員と政府宣伝

デ
ト
ロ
イ
ト
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ

l
の
各
地
で
は
幼
児
を
も
っ
主
婦
ま
で
既
に
募
集
し
て
ゐ
る
」
な
ど
と
説
明
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
女

（剖）

性
が
動
員
さ
れ
て
い
る
国
ア
メ
リ
カ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
女
性
の
就
労
を
促
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
男
性
の
就
業
が
制
限
禁
止
さ
れ
た
職
種
に
関
連
す
る
記
事
を
み
て
お
き
た
い
。
そ
も
そ
も
、
女
性
の
労
務
動
員
は
先
述
し
た

労
務
調
整
令
の
改
正
に
よ
り
、
そ
の
緊
急
性
を
高
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
職
種
へ
の
労
働
参
加
を
促
す
宣
伝
が
熱
心
に
行
わ

れ
た
と
は
言
い
難
い
。
右
の
職
種
に
関
連
す
る
記
事
の
量
は
少
な
く
、
誌
面
の
中
身
も
比
較
的
淡
泊
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
例
え
ば
、
図
市
「
国
鉄
の
現
場
に
も
女
性
の
敢
闘
始
ま
る
」
（
二
九
四
号
、
一
八
年
一

O
月
二

O
日
）
と
い
う
記
事
は
、
男
性

の
就
業
が
制
限
禁
止
さ
れ
た
職
場
で
働
く
女
性
に
焦
点
を
当
て
た
数
少
な
い
記
事
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
女
性
が
男
性
に
代
わ

り
駅
員
と
し
て
立
派
に
活
躍
す
る
様
子
を
報
じ
、
彼
女
た
ち
を
「
『
女
性
よ
職
場
へ
』
の
要
請
に
応
じ
て
起
ち
上
っ
た
女
性
た
ち
だ
」

と
称
賛
し
て
い
た
が
、
工
場
へ
の
動
員
の
た
め
の
誌
面
に
比
較
す
る
と
、
具
体
的
に
職
場
の
魅
力
を
宣
伝
し
た
り
、
誇
大
な
表
現
で

労
働
参
加
を
促
す
よ
う
な
記
事
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
男
子
の
就
業
が
制
限
禁
止
さ
れ
た
職
種
は
、
軽
作
業
で
あ
る
た
め
、
女
性
の

345 
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（お）

就
業
へ
の
抵
抗
感
が
比
較
的
少
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ
て
宣
伝
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

五

精
神
主
義
へ
の
傾
斜
一
昭
和

一
九
年
四
月
｜
終
刊

労
務
動
員
の
概
況

昭
和
一
九
年
日
本
の
敗
色
は
濃
厚
と
な
る
中
、
動
員
兵
力
は
著
し
く
増
加
し
、
昭
和

一
九
年
に
は
四
O
O
万
人
台
に
達
し
た
。

方
、
国
民
動
員
計
画
は
昭
和

一
九
年
度
に
四
五
四
万
人
の
新
規
動
員
を
目
標
と
し
、
労
務
動
員
の
水
準
は
最
高
に
達
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
二
0
年
度
に
な
る
と
、
動
員
計
画
の
策
定
自
体
が
放
棄
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
国
内
に
新
規
の
供
給
源
は
も
は
や
見
出
す
こ
と
が



で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

女
性
に
関
し
て
い
え
ば
、
昭
和
一
八
年
に
結
成
さ
れ
た
女
性
挺
身
隊
は
、
期
待
し
た
よ
う
な
人
員
は
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
昭
和
一
九
年
三
月
政
府
は
「
女
子
挺
身
隊
制
度
強
化
方
策
要
項
」
を
閣
議
決
定
し
、
挺
身
隊
へ
の
加
入
を
強
制
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
一
九
年
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
学
徒
勤
労
動
員
と
い
う
強
制
に
近
い
動
員
が
本
格
的
に
始
動
し

（部）た
。
昭
和
一
九
年
度
は
二

O
O万
人
近
い
女
性
の
動
員
を
見
積
も
っ
た
が
、
そ
の
内
在
学
中
の
学
徒
が
・
占
め
る
割
合
は
九
二
万
人
と
、

約
半
数
に
及
ん
で
い
る
（
表
2
参
照
）
。

誌
面
の
特
徴

戦時下日本の労務動員と政府宣伝

先
述
し
た
よ
う
に
、
昭
和
一
九
年
三
月
政
府
は
女
性
を
強
制
的
に
挺
身
隊
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

三
一
四
号
（
一
九
年
三
月
一
一
一
一
日
）
の
「
工
場
は
あ
な
た
方
挺
身
隊
を
待
っ
て
ゐ
ま
す
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は

「
『
可
愛
い
娘
を
工
場
な
ん
ぞ
に
」
と
い
ふ
間
違
っ
た
考
へ
方
を
す
る
母
親
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
ら
う
か
」
「
職
場
そ
の
も
の
に
対

す
る
昔
な
が
ら
の
無
理
解
が
、
こ
れ
ま
で
女
性
挺
身
隊
の
結
成
を
不
成
績
に
し
た
」
と
親
に
批
判
の
矛
先
を
向
け
、
そ
の
上
で

「
（
強
制
加
入
後
は
｜
筆
者
注
）
勇
躍
生
産
陣
に
参
加
し
よ
う
と
い
ふ
娘
達
の
出
鼻
を
、
母
親
た
ち
の
こ
の
無
自
覚
と
無
理
解
が
再
び

挫
い
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
く
戒
め
た
。
写
真
に
は
、
こ
こ
で
も
生
け
花
を
し
た
り
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
に
読
書
や
書

き
物
を
す
る
女
性
工
員
の
姿
を
掲
載
し
、
工
場
労
働
の
悪
し
き
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
に
努
め
た
。
ま
た
同
号
の
「
照
準
器
」
と
い
う
漫

画
の
コ
ー
ナ
ー
（
図
げ
）
で
は
、
若
い
女
性
が
親
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
櫨
か
ら
飛
び
出
し
て
、
ま
さ
に
「
勇
躍
生
産
陣
に
参

加
」
し
よ
う
と
す
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
事
か
ら
も
、
親
の
抵
抗
感
を
緩
和
す
る
た
め
の
宣
伝
が
必
要
だ
っ
た
、
当
時

の
時
代
状
況
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
号
以
降
、
女
性
の
労
働
参
加
を
促
す
記
事
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
は
女
子

挺
身
隊
と
学
徒
勤
労
動
員
と
い
う
強
制
的
な
労
務
動
員
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
あ
え
て
宣
伝
す
る
必
要
が
少
な
く
な
っ
た

347 
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さ
て
、
昭
和
一
九
年
七
月
サ
イ
パ
ン
が
陥
落
す
る
と
日
本
の
敗
色
が
濃
厚
と
な
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
誌
面
に
は
新
た
な
傾
向
が

生
じ
る
。

第
一
は
、
女
性
労
働
が
精
神
主
義
的
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
典
型
が
図
惜
の
三
三

0
・二二二

一
合
併
号
（
一
九
年
七
月
二
六
日
）
「
頑
張
ら
う
一
億
決
死
の
覚
悟
で
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
大
き
な
写
真
は
、
鉢
巻

を
し
た
若
い
女
性
工
員
が
剃
万
を
持
っ
て
、
指
に
傷
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ぜ
傷
を
つ
け
る
か
と
い
う
と
、

全
力
で
働
く
こ
と
を
誓
う
血
書
を
し
た
た
め
る
た
め
で
あ
り
、
記
事
に
は
、
「
私
た
ち
の
血
を
捧
げ
ま
す
。
敵
を
撃
つ
生
涯
に
全
生

命
を
打
込
み
ま
す
」
と
い
う
彼
女
た
ち
の
「
言
葉
」
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
工
場
で
労
働
す
る
女
性
が
作
業
帽
で
は
な
く
、

鉢
巻
姿
（
鉢
巻
に
は
日
の
丸
あ
る
い
は
「
神
風
」
の
文
字
）
で
登
場
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
に
な
る
の
も
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
以
降
の
特
徴

で
あ
る
。

第
二
に
、
敵
悔
心
が
強
く
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
表
紙
の
変
化
で
あ
る
。
例
え
ば
、

図
叩
の
三
三
三
号
（
一
九
年
八
月
九
日
）
の
表
紙
を
飾
る
女
性
の
表
情
は
険
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
表
紙
に
示
さ
れ
る
サ
イ

パ
ン
陥
落
を
機
に
、
そ
の
仇
を
討
つ
べ
く
増
産
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
図
却
の
三
六
九
、
三
七
O
合
併
号

（二
O
年
五
月
九
日
）
の
表
紙
の
女
性
は
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
。
何
の
祈
り
か
と
い
え
ば
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
飛
行
機
が
敵
機
を
撃

ち
落
と
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
紙
は
、
そ
れ
以
前
の
女
性
の
工
場
労
働
の
表
紙
と
比
較
す
る
と

一
八
年
一

O
月
二
二
日
）
、
そ
の
ト
l
ン
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

（
図
幻
、
二
九
三
号
、

第
三
に
、
勝
利
の
た
め
に
無
私
の
精
神
で
働
く
、

い
わ
ば
純
真
な
女
性
労
働
者
の
姿
が
強
調
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
サ
イ
パ
ン
陥
落

直
後
の
記
事
、
「
翼
の
増
産
に
乙
女
起
る
」
（
三
二
九
号
、
一
九
年
七
月
一
二
日
）
と
い
う
記
事
で
は
、
女
性
工
員
が
「
も
っ
と
飛
行

機
を
造
り
た
い
。
私
た
ち
は
職
場
に
外
れ
て
も
構
ひ
ま
せ
ん
」
な
ど
と
述
べ
、
そ
の
熱
意
に
所
長
が
女
性
の
十
二
時
間
の
勤
務
を
許
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し
た
と
い
う
美
談
が
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
図
辺
の
三
三
三
号
（
一
九
年
八
月
九
日
）
「
強
く
明
る
く
働
く
乙
女
た
ち
の
湖
上
教
室
」

と
い
う
記
事
は
、
勤
労
動
員
に
向
か
う
滋
賀
県
の
女
学
生
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
写
真
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
女
た
ち
は
動

員
先
に
向
か
う
船
の
移
動
の
聞
に
勉
強
を
し
た
上
で
、
工
場
に
着
け
ば
そ
こ
で
も
懸
命
に
働
い
て
い
る
。
鉢
巻
を
し
て
働
く
女
学
生

の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
「
暑
け
れ
ば
暑
い
ほ
ど
、
職
場
が
戦
場
だ
と
い
ふ
こ
と
が
身
に
泌
み
て
わ
か
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
辛
く
と

350 

も
私
た
ち
は
頑
張
り
ま
す
。
戦
ひ
勝
つ
日
ま
で
」
と
、
純
真
な
女
学
生
の
姿
が
こ
こ
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

以
上
三
つ
の
角
度
か
ら
誌
面
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の
背
景
は
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
サ
イ
パ
ン
陥

落
以
降
、
日
本
の
敗
色
が
濃
厚
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
者
の
聞
に
沈
滞
ム

l
ド
、
怠
業
ム

l
ド
が
広
が
り
始
め
て
い
た
こ
と

（訂）

で
あ
る
。
こ
う
し
た
労
働
者
の
気
を
引
き
締
め
、
あ
る
い
は
奮
起
を
促
す
た
め
に
、
女
性
労
働
者
の
戦
争
に
か
け
る
必
死
の
思
い
、

（却）

け
な
げ
な
姿
、
純
真
さ
な
ど
を
強
調
し
て
宣
伝
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

_L. 

ノ、

お
わ
り
に

本
稿
は
国
策
グ
ラ
フ
誌
で
あ
る
『
写
真
週
報
』
に
描
か
れ
た
女
性
労
働
関
連
の
記
事
を
、
労
務
動
員
の
展
開
と
重
ね
合
わ
せ
な
が

ら
分
析
し
て
き
た
。
各
時
期
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
二
二
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
主
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
農
村
で
明
る
く
た
く
ま
し
く
働
く
女
性
た
ち
で
あ
る
。
男
性
の

出
征
に
と
も
な
う
困
難
に
も
め
げ
ず
、
明
る
く
働
く
女
性
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
村
の
女
性
を
鼓
舞
し
よ
う
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
都
市
部
の
女
性
労
働
に
関
す
る
記
事
に
お
い
て
は
、
女
性
労
働
に
対
す
る
切
迫
感
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ

た。
昭
和
一
六
年
か
ら
一
八
年
前
半
に
か
け
て
特
徴
的
な
の
は
、
第
一
に
、
未
婚
女
性
の
労
働
参
加
を
要
請
す
る
記
事
が
頻
出
す
る
よ



う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、
託
児
所
の
設
置
を
奨
励
す
る
記
事
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴

は
、
こ
の
時
期
「
国
民
皆
労
」
と
「
人
口
増
産
」
と
い
う
国
家
目
標
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
一
八
年
後
半
か
ら
一
九
年
三
月
ま
で
は
、
女
性
の
労
働
参
加
を
促
す
記
事
が
大
量
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
女
性

労
働
へ
の
緊
急
性
が
急
速
に
高
ま
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
女
性
の
労
務
動
員
が
い
ま
だ
強
制
的
で
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
存
在
し
た
。

女
性
労
働
の
題
材
と
し
て
は
、
航
空
関
係
工
場
へ
の
動
員
を
企
図
し
た
も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
そ
こ
で
は
工
場
の
魅
力
的
な

様
子
、
女
性
が
戦
争
遂
行
の
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
敵
国
ア
メ
リ
カ
の
進
ん
だ
女
性
動
員
の
姿
が
宣
伝
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

強
制
的
な
動
員
が
可
能
と
な
っ
た
昭
和
一
九
年
四
月
以
降
は
、
女
性
の
労
働
参
加
を
促
す
記
事
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

そ
し
て
サ
イ
パ
ン
陥
落
以
降
、
誌
面
は
精
神
主
義
的
な
色
彩
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
女
性
の
動
員
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
、

勤
労
意
欲
を
低
下
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
一
般
工
員
の
勤
労
意
欲
を
刺
激
す
る
た
め
の
宣
伝
活
動
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

戦時下日本の労務動員と政府宣伝

（1
）
女
性
の
労
務
動
員
の
実
態
に
関
す
る
研
究
は
多
数
存
在
す
る
が
、
香
野
え
み
子
「
太
平
洋
戦
争
下
の
婦
人
労
務
動
員
に
つ
い
て

（
一
）
（
二
）
」
（
『
宮
城
歴
史
科
学
研
究
』
、
一
六
、
一
七
号
、
一
九
八
一
、
二
年
）
、
田
遺
照
子
「
第
二
次
大
戦
と
婦
人
労
働
」
（
『
明
治
大

社
会
科
学
研
究
所
紀
要
」
、
二
七
巻
二
号
、
一
九
八
九
年
）
、
斉
藤
勉
「
新
聞
に
み
る
東
京
都
女
子
挺
身
隊
の
記
録
』
（
の
ん
ぶ
る
舎
、
平

成
九
年
）
、
佐
藤
千
登
勢
『
軍
需
産
業
と
女
性
労
働
』
（
渓
流
社
、
平
成
一
五
年
）
が
詳
細
な
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
早
川
紀

代
編
『
軍
国
の
女
た
ち
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
O
O
五
年
）
所
載
の
板
垣
邦
子
「
農
村
」
の
章
は
、
全
国
紙
と
長
野
県
の
地
方
紙
を
収
録

し
た
『
日
録
・
長
野
県
の
太
平
洋
戦
争
（
全
九
巻
）
』
（
郷
土
出
版
社
、
一
九
九
五
、
六
年
）
を
基
本
史
料
と
し
て
、
女
性
の
戦
時
動
員
の

実
態
、
女
性
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

（2
）
女
性
動
員
の
た
め
の
宣
伝
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
若
桑
み
ど
り
『
戦
争
が
つ
く
る
女
性
像
｜
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
日
本
女
性

動
員
の
視
覚
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
O
O
O
年
）
が
婦
人
雑
誌
を
題
材
と
し
て
分
析
を
行
い
、
近
代
女
性
文
化
史
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研
究
会
編
『
戦
争
と
女
性
雑
誌
｜
一
九
コ
二
年
1
一
九
四
五
年
』
（
ド
メ
ス
出
版
、
二

O
O
一
年
）
も
女
性
雑
誌
を
素
材
と
し
た
共
同
研

究
の
成
果
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
政
府
が
発
行
し
た
雑
誌
で
は
な
く
民
間
雑
誌
の
分
析
で
あ
る
。

（3
）
『
写
真
週
報
』
は
、
内
閣
情
報
部
（
の
ち
に
情
報
局
）
が
国
民
に
分
か
り
ゃ
す
く
国
策
を
宣
伝
す
る
た
め
に
発
行
し
た
国
策
グ
ラ
フ

雑
誌
で
あ
る
。
創
刊
は
昭
和
二
二
年
二
月
一
六
日
、
敗
戦
直
前
の
昭
和
二

O
年
七
月
一
一
日
ま
で
計
三
七
五
号
が
刊
行
さ
れ
た
。

（4
）
『
写
真
週
報
』
に
関
し
て
は
、
筆
者
を
含
め
七
名
の
研
究
者
が
共
同
研
究
を
行
い
、
『
戦
時
日
本
の
国
民
意
識
｜
国
策
グ
ラ
フ
誌
「
写

真
週
報
』
と
そ
の
時
代
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

O
O
八
年
）
を
刊
行
し
た
。
筆
者
は
第
五
章
で
「
『
写
真
週
報
』
に
み
る
労
務
動

員
」
を
論
じ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
女
性
の
労
働
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
関
連
記
事
を
改
め
て
検
証
し
た
。
ま
た
、
『
写
真
週
報
』
に
お

け
る
女
性
の
描
か
れ
方
を
検
証
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
ジ
エ
ン
ダ
l
を
問
題
関
心
と
し
た
加
納
実
紀
代
「
戦
争
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
ジ

エ
ン
ダ
l
表
象

l
『
写
真
週
報
」
を
中
心
に
」
（
「
人
民
の
歴
史
学
』
第
一
六
一
号
、
平
成
一
六
年
一

O
月
）
が
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
が
、

加
納
氏
の
研
究
は
『
写
真
週
報
』
の
表
紙
だ
け
を
分
析
し
、
誌
面
の
内
容
に
つ
い
て
は
全
く
分
析
し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
行
政
の
展
開
を

踏
ま
え
て
な
い
の
で
、
そ
の
分
析
は
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

（5
）
労
働
省
編
『
労
働
行
政
史
・
第
一
巻
』
（
労
働
法
令
協
会
、
昭
和
三
六
年
）
、
九
二

O
頁
。
以
下
、
労
務
動
員
の
展
開
に
つ
い
て
は

特
に
断
ら
な
い
限
り
同
書
に
依
拠
し
て
い
る
。
ま
た
、
動
員
兵
力
に
関
す
る
デ
l
タ
は
、
大
江
志
乃
夫
『
徴
兵
制
』
（
岩
波
新
書
、
昭
和

五
六
年
）
に
依
拠
し
た
。

（6
）
前
掲
、
『
労
働
行
政
史
』
、
九
二
四
頁
。

（7
）
「
昭
和
一
四
年
度
労
務
動
員
実
施
計
画
綱
領
（
案
）
」
（
石
川
準
吉
『
国
家
総
動
員
史
・
資
料
編
第
一
』
、
通
商
産
業
研
究
社
、
一
九
七

五
年
、
三
二
四
頁
）
、
山
内
隆
三
「
国
民
動
員
計
画
に
於
け
る
女
子
動
員
問
題
」
（
『
職
業
指
導
』
、
昭
和
一
八
年
七
月
）
。

（8
）
昭
和
二
二
年
か
ら
一
四
年
頃
の
農
村
の
労
働
力
の
状
況
に
つ
い
て
、
農
林
省
が
発
行
す
る
「
農
林
行
政
史
』
は
当
時
「
ま
だ
労
働
力

不
足
が
さ
し
て
進
行
し
て
な
か
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
」
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
「
農
村
漁
村
の
労
働
力
対
策
は
（
中
略
）
勤
労
奉
仕
、
共
同
作

業
等
の
方
法
で
糊
塗
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
（
農
林
大
臣
官
房
総
務
課
編
「
農
林
行
政
史
・
第
二
巻
』
、
農
林

協
会
、
昭
和
三
二
年
、
一
三
二
七
頁
）
。
こ
の
時
期
の
誌
面
に
お
い
て
、
農
村
女
性
の
奮
起
さ
え
あ
れ
ば
、
現
在
の
困
難
は
克
服
で
き
る

と
い
う
、
い
さ
さ
か
楽
観
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
目
立
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（9
）
あ
る
企
画
院
官
僚
が
後
に
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
四

1
一
五
年
度
の
女
子
動
員
は
積
極
的
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
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た
が
、
そ
の
理
由
は
「
労
務
者
に
対
す
る
要
求
も
今
日
の
如
く
超
大
な
も
の
で
な
く
、
給
源
に
お
い
て
も
窮
屈
な
が
ら
ま
だ
需
給
の
均
衡

を
得
る
に
大
し
て
困
難
を
感
じ
な
か
っ
た
為
」
と
い
う
（
前
掲
、
山
内
「
国
民
動
員
計
画
に
於
け
る
女
子
動
員
問
題
」
）
。

（
叩
）
前
掲
、
『
労
働
行
政
史
』
、
九
二
五
頁
。

（
日
）
佐
藤
千
登
勢
は
「
国
民
皆
労
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
ま
ず
昭
和
一
五
年
一
一
月
の
閣
議
決
定
「
勤
労
新
体
制
確
立
要
綱
」
で
提
示

さ
れ
た
と
指
摘
す
る
（
前
掲
、
佐
藤
『
軍
需
産
業
と
女
性
労
働
』
、
五
五
頁
）
。
ま
た
昭
和
一
六
年
一
一
月
発
行
さ
れ
た
厚
生
研
究
所
『
国

民
皆
労
」
（
新
紀
元
社
、
昭
和
一
六
年
）
は
、
そ
の
「
は
し
が
き
」
に
お
い
て
、
「
国
民
皆
労
の
新
時
代
が
は
じ
ま
っ
た
。
新
聞
に
、
雑
誌

に
、
ラ
ヂ
オ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
国
民
皆
労
の
言
葉
を
目
に
し
耳
に
し
な
い
日
は
な
い
」
（
二
頁
）
と
記
す
が
、
こ
こ
か
ら
「
国
民
皆
労
」

が
広
く
宣
伝
さ
れ
る
様
子
が
窺
え
る
。

（
ロ
）
前
掲
、
山
内
「
国
民
動
員
計
画
に
於
け
る
女
子
動
員
問
題
」
。

（
日
）
ち
な
み
に
、
昭
和
二
ハ
年
度
の
国
民
動
員
計
画
の
中
で
給
源
と
し
て
最
も
多
く
計
算
さ
れ
て
い
る
の
は
、
無
業
者
で
は
な
く
「
動
員

強
化
ニ
ヨ
ル
転
職
者
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
の
転
職
そ
の
も
の
が
特
集
さ
れ
た
記
事
は
少
な
く
、
「
転
業
へ
身
を
捨
て
国
と
ゆ
く
心
」

（
一
五
一
号
、
一
六
年
一
月
一
五
日
）
と
い
う
記
事
で
、
男
性
の
転
業
と
と
も
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
っ
た
。
女
性
の
場
合
、

宣
伝
の
主
力
は
有
業
者
で
は
な
く
、
労
働
参
加
自
体
に
抵
抗
を
覚
え
る
無
業
者
に
向
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（U
）
同
種
の
記
事
と
し
て
、
「
海
外
通
信
老
若
女
工
も
熟
練
工
」
（
一
七
七
号
、
一
六
年
七
月
一
六
日
）
、
「
海
外
通
信
ド
イ
ツ
全
て
は

勝
利
の
た
め
に
」
（
二
四
七
号
、
一
七
年
一
一
月
一
八
日
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
を
女
性
の
労
働
参
加
が
進
ん
で
い
る
国
と
し

て
伝
え
、
こ
う
し
た
銃
後
の
努
力
が
ド
イ
ツ
の
躍
進
あ
る
い
は
米
英
ソ
と
の
全
面
戦
争
を
支
え
て
い
る
と
紹
介
し
て
い
る
。

（
日
）
ち
な
み
に
、
鷲
谷
善
教
「
戦
時
下
に
お
け
る
母
子
対
策
と
保
育
政
策
」
（
「
『
社
会
事
業
の
諸
問
題
」
、
二
六
号
、
一
九
八
O
年
）
に
よ

れ
ば
、
わ
が
国
の
保
育
所
は
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
を
契
機
と
し
て
次
の
よ
う
に
増
加
し
た
。
常
設
保
育
所
は
、
昭
和
一
二
年
八
八
五

か
所
、
二
二
年
一
、
四
九
五
か
所
、
一
六
年
一
、
七
一
八
か
所
、
一
九
年
二
二
八
四
か
所
、
農
村
に
多
い
季
節
保
育
所
は
、
昭
和
一
二
年

度
一
二
四
四
七
か
所
、
一
三
年
度
一
八
、
二

O
四
か
所
、
一
四
年
二

O
、
七
八
二
か
所
、
一
五
年
度
二
二
、
七
五
八
か
所
、
一
六
年
度
二
八
、

三
五
七
か
所
、
一
七
年
度
三
一
、

O
六
四
か
所
、
一
八
年
度
三
七
、
六
九
二
か
所
、
一
九
年
度
五

O
、
三
二

O
か
所
。

（
日
）
中
田
照
子
「
戦
時
下
の
女
性
労
働
と
保
育
」
（
「
名
古
屋
市
立
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
、
三
五
集
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
れ
ば
、

昭
和
一
七
年
「
重
要
事
業
場
労
務
管
理
令
」
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
女
性
労
働
者
を
二

0
0
0名
以
上
使
用
す
る
事
業
者
で
、
そ
の
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必
要
が
認
め
ら
れ
た
時
に
は
、
事
業
所
内
託
児
所
の
設
置
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
四
七
号
の
誌
面
は
こ
う
し
た
政

策
の

P
R
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。

（
げ
）
そ
も
そ
も
、
昭
和
一
四
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
の
労
務
動
員
計
画
は
、
労
働
力
の
供
給
源
と
し
て
農
村
の
国
民
を
想
定
し
た
が
、

昭
和
二
ハ
年
の
国
民
動
員
計
画
で
は
、
「
農
業
部
門
か
ら
の
労
務
供
出
が
中
止
さ
れ
た
」
（
前
掲
、
『
農
業
行
政
史
』
、
一
三
三
五
頁
）
。
こ

の
時
期
、
そ
れ
ほ
ど
農
業
の
労
働
力
不
足
は
深
刻
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
凶
）
前
掲
、
「
農
林
行
政
史
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
六
年
に
な
っ
て
初
め
て
、
共
同
炊
事
、
託
児
所
に
つ
い
て
農
林
省
か
ら
助
成
金
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
（
一
三
三
七
頁
）
。
誌
面
は
こ
う
し
た
行
政
の
展
開
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
問
）
『
労
働
行
政
史
』
、
一

O
八
八
頁
。
補
足
す
る
と
、
「
女
子
勤
労
動
員
ノ
促
進
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
「
女
子
ヲ
動
員
ス
ベ
キ
職
種
」
と
し

て
、
「
①
航
空
機
関
係
工
場
、
②
政
府
作
業
庁
、
③
官
庁
及
之
ニ
準
ズ
ベ
キ
モ
ノ
（
特
ニ
男
子
徴
用
ニ
依
リ
補
充
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
）
、
④
男

子
就
業
ノ
制
限
又
ハ
禁
止
ニ
依
リ
女
子
ノ
補
充
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
」
と
い
う
順
序
で
職
種
を
挙
げ
て
い
る
（
前
掲
、
『
労
働
行
政
史
」
、
二

二
四
頁
）
。
こ
の
順
序
が
誌
面
構
成
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
却
）
こ
の
当
時
の
女
子
挺
身
隊
は
、
市
町
村
長
、
町
内
会
、
学
校
長
な
ど
が
女
性
に
呼
び
か
け
、
隊
を
結
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
前
掲
、
『
労
働
行
政
史
」
、
二
二
二
頁
）
。

（
幻
）
「
女
子
勤
労
動
員
ノ
促
進
ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
、
女
子
の
動
員
に
あ
た
っ
て
「
女
子
勤
労
管
理
ニ
一
段
ノ
創
意
ト
工
夫
ヲ
擬
シ
之
ガ

刷
新
強
化
ヲ
図
ル
」
と
い
う
方
針
を
定
め
、
具
体
論
と
し
て
「
女
子
従
業
員
ノ
為
更
衣
室
、
洗
面
所
、
便
所
等
ハ
男
子
従
業
員
ト
区
分
シ

テ
之
ヲ
設
ケ
シ
ム
ル
コ
ト
」
、
「
女
子
従
業
員
ニ
ハ
家
庭
ノ
主
婦
ト
シ
テ
ノ
心
得
其
ノ
他
女
子
ト
シ
テ
ノ
挨
ニ
必
要
ナ
ル
施
設
ヲ
為
シ
修
養

ヲ
怠
ラ
シ
メ
ザ
ル
コ
ト
」
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
が
（
前
掲
、
『
労
働
行
政
史
』
、
一
一
一
一
四
｜
一
一
二
六
頁
）
、
図
日
や
図
ロ
の
誌
面
に

は
、
そ
れ
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。

（
辺
）
前
掲
、
板
垣
「
農
村
」
。
こ
の
点
に
つ
い
て
企
画
院
も
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
活
に
余
裕
の
な
い
女
性
は
就

職
戦
線
に
乗
り
出
し
て
い
る
が
、
余
裕
の
あ
る
層
で
は
親
が
女
学
校
を
出
た
娘
に
対
し
、
家
庭
で
艇
を
し
た
り
、
茶
や
花
を
習
わ
せ
る
こ

と
が
良
縁
を
求
め
る
途
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
労
務
充
足
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
し
、
余
裕
の
あ
る
親
へ
の
訴
え
か
け
を
課
題

と
し
て
い
る
（
「
国
民
動
員
計
画
問
答
（
企
画
院
）
」
、
『
週
報
』
、
三
四
六
号
、
昭
和
一
八
年
六
月
二
日
）
。

（
お
）
例
え
ば
、
実
際
に
は
、
写
真
の
よ
う
に
女
性
だ
け
で
工
場
が
動
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
軍
需
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
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二
O
年
二
月
の
段
階
で
も
航
空
機
産
業
に
お
け
る
女
性
従
業
員
の
占
め
る
割
合
は
約
三

O
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
前
掲
、
コ

l
ヘ
ン
「
戦

時
戦
後
の
日
本
経
済
・
下
巻
』
、
四
七
頁
）
。
ま
た
、
女
子
挺
身
隊
や
学
徒
な
ど
の
未
経
験
工
に
技
術
を
習
得
さ
せ
る
に
は
、
人
手
と
手
間

を
要
し
、
「
人
数
に
対
し
作
業
能
率
は
逆
比
例
」
を
示
し
た
の
が
現
実
で
あ
っ
た
が
（
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
（
御

茶
の
水
書
房
、
昭
和
四
五
年
、
一
九
六
頁
）
、
こ
う
し
た
現
実
が
報
じ
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。

（M
）
『
写
真
週
報
』
は
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
動
員
が
全
世
代
に
渡
っ
て
実
行
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ

ア
メ
リ
カ
で
も
、
「
母
」
が
家
庭
の
外
で
賃
金
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
根
強
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
未
婚
女
性
と
子
育
て

の
終
わ
っ
た
中
高
年
女
性
が
就
業
す
る
「
M
字
型
」
の
就
労
パ
タ
ー
ン
が
生
れ
て
い
た
（
前
掲
、
佐
藤
『
軍
需
産
業
と
女
性
労
働
』
、
八

。
｜
八
一
頁
）
。
そ
の
意
味
で
は
、
『
写
真
週
報
」
の
説
明
は
い
さ
さ
か
恋
意
的
で
あ
る
。

（
お
）
板
垣
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
新
聞
は
女
子
挺
身
隊
の
話
題
を
競
っ
て
報
じ
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
は
事
務
系
職
場
を
望
む
女
性
を
非
難

す
る
記
事
が
見
ら
れ
た
と
い
う
（
前
掲
、
板
垣
「
農
村
」
、
一
五
三
頁
）
。

（
お
）
勤
労
動
員
は
昭
和
一
六
年
か
ら
段
階
的
に
強
化
さ
れ
た
が
、
一
九
年
二
月
の
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
」
に
よ
り
通
年
動
員
が
可
能
と

な
り
、
同
年
四
月
よ
り
軍
需
工
場
へ
の
動
員
が
開
始
さ
れ
た
（
逸
見
勝
亮
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
教
育
の
崩
壊
｜
勤
労
動
員
を
中
心
と
し
て
」

〈
『
講
座
・
日
本
教
育
史
（
第
四
巻
）
』
、
第
一
法
規
出
版
、
昭
和
五
九
年
、
所
収
〉
）

（
幻
）
警
視
庁
情
報
課
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
サ
イ
パ
ン
陥
落
に
よ
り
「
一
般
庶
民
層
ニ
於
テ
ハ
異
常
ナ
ル
衝
撃
ヲ
感
ジ
ッ
、
モ
士
気
頗
ル
振

ハ
ズ
シ
テ
（
中
略
）
大
半
ハ
戦
局
ノ
前
途
ニ
若
干
ノ
不
安
危
倶
ヲ
禁
ザ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
（
中
略
）
一
部
少
数
ニ
敗
戦
的
思
想
」
が
看
取
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
戦
意
昂
揚
ヲ
企
図
ス
ル
ニ
非
ラ
ザ
レ
バ
極
メ
テ
憂
慮
セ
ラ
ル
、
事
態
ニ
到
達
ス
ル
ヲ
免
レ
ザ
ル
ナ

リ
」
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
工
員
ノ
勤
労
観
念
弛
緩
又
ハ
著
シ
ク
反
抗
的
ナ
リ
ト
ノ
声
明
多
キ
実
情
ニ
シ
テ
去
ル
七
月
十
八
日

発
表
セ
ラ
レ
シ
サ
イ
パ
ン
島
全
員
戦
死
ニ
関
シ
テ
モ
職
場
ニ
於
ケ
ル
感
激
ハ
従
来
ニ
比
シ
極
メ
テ
低
調
」
で
あ
り
、
「
勤
労
管
理
ノ
是
正
、

生
産
意
欲
ノ
昂
揚
ハ
現
下
重
要
ナ
ル
課
題
ト
調
フ
ベ
キ
ナ
リ
」
と
い
う
報
告
も
な
さ
れ
て
い
る
（
警
視
庁
情
報
課
「
最
近
ニ
於
ケ
ル
諸
情

勢
・
第
七
輯
（
昭
和
一
九
年
八
月
二
九
日
）
」
、
粟
屋
憲
太
郎
・
中
園
裕
編
・
解
説
「
敗
戦
前
後
の
社
会
情
勢
・
第
一
巻
（
戦
争
末
期
の
民

心
動
向
）
』
、
現
代
史
料
出
版
、
平
成
一

O
年
、
所
収
）

（
お
）
既
存
研
究
に
よ
れ
ば
、
未
経
験
工
で
あ
る
学
徒
の
動
員
は
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
が
、
純
真
な
学
徒
の
働
き
ぶ
り
に
他

の
工
員
が
感
化
さ
れ
る
と
い
う
、
精
神
的
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
が
（
入
山
洋
子
「
総
動
員
体
制
下
に
お
け
る
『
勤
労
奉
仕
』
」
（
『
洛
北
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史
学
」
、
五
号
、
平
成
一
五
年
）
、
こ
う
し
た
効
果
は
、
女
学
生
の
場
合
特
に
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
戦
時
中
工
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
山
田
風
太
郎
は
、
こ
の
頃
の
女
学
生
の
働
き
ぶ
り
と
そ
の
周
囲
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
て
い
る
。

「
現
代
の
工
場
で
一
番
成
績
の
悪
い
の
は
徴
用
さ
れ
た
連
中
だ
そ
う
だ
。
彼
ら
は
「
要
領
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
幹
部
が
廻
っ
て
く
る
と

忙
し
げ
に
机
や
機
械
に
か
じ
り
っ
き
、
幹
部
が
去
る
と
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
煙
草
を
く
ゆ
ら
し
始
め
る
手
合
い
が
多
い
そ
う
で
あ
る
。
女
学
生
の

報
国
隊
は
、
最
初
の
一
ト
月
ほ
ど
は
恐
る
べ
く
働
く
が
、
次
第
に
能
率
曲
線
は
低
下
し
て
ゆ
く
と
い
う
。
肉
体
的
の
原
因
ば
か
り
で
な
く
、

右
の
ご
と
き
工
場
内
部
の
状
態
に
対
す
る
精
神
的
絶
望
の
た
め
も
あ
ろ
う
」
（
山
田
風
太
郎
「
戦
中
派
虫
け
ら
日
記
』
、
未
知
谷
、
平
成
六

年
、
昭
和
一
九
年
七
月
三

O
日
の
条
）
。
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